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女子短大生の食生活に関する研究（第3報）
一居住形態による摂食行動の差異一

山岸恵美子・牛越静子

AStudyonWomen，sJuniorCollegeStudents’EatingHabits（Part3）．

TheDifferenceofEatingHabitsinStudentLivingStyle

Emiko YAMAGISHIandShizuko UsHIKOSHI

Abstract

We examinedthe difference ofeatinghabitsinthelifestyles of397students of
NaganoPrefectualWomen’sJuniorCollege．

The results are as follows．

（1）Talkingofbreakfast，COmmutingstudentseatat about70’clock，butboarding

anddormitorystudentsincludingthosewhocookforthemselvesabout8．

Therisingtimethroughbreakfasttimeis21and34minutesrespectively．

Bothstudents havelunch at noon，but boarding and dormitory students have

SuPPerataboutsixthirty，andstudentswhocookforthemselveshaveit30to50

minuteslater．

（2）Most commuting students talk with their family while eating，but most self－

cooking，boarding，anddormitorystudentswatchTVwhileeating．

（3）Thenumber ofundernourishedstudentsisthelargest amongsophomoreswho

cook forthemselves．

（4）Moreself－COOking，boardinganddormitorystudentsdineoutthanstudentsliving

athome．

（5）Manystudentslivingathomeeatmainlyrice，butmanyboardinganddormitory

Studentseatmain1ybread，forbreakfast．

Halfofself－COOkingstudentseatriceandtherestofthemeatbread．

（6）Thereislittledifferenceinsidedishesbetweenanyofthestudentgroups．

（7）Studentsliving at home oftenest eat snacks betweenlunch and supper，While

many ofself－COOking，boardingand dormitoryfreshmen eat snacks after supper．

Themostpopularkindsofsnacksareicecreamorcrackers．

（8）Allthestudentsdrinkjuice，greentea，andteainorderofquantitytwotothree

times a week．

〒380　長野市三輪8－49－7　長野県短期大学

入物乃0夕顔Cねγαg Cog物ち49－7肋ノα8－C如∽ち

噸乃038qJ卸α犯．

41

はじめに

戦後，日本人の平均寿命は急速に向上し，男女

ともに世界一を誇れるに至った。この原因は，医

療技術の進歩と新薬の開発，住宅およびそれをと
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りまく衛生環境の整備，電化・機械化による苛酷

な労働の減少などの他に食生活の改善が大きく関

与している。しかしながら，国民栄養調査成績1）

によると，日本人の栄養状態は，飽食の恵まれた

状況下において，平均的には良好になったが個人

差は大きく，健全な栄養状態とはいい難い人もか

なりいる。また，バラソスを欠いた食生活から，

成人病予備軍の症状のある人は低年令化してきて

いる。その上，若者，特に将来母性としての特性

を備えている青年期の女性においては，スリムな

体型への願望から小食，欠食をおこっなって貧血，

生理不順などの異常をきたし，遂には拒食症に落

入って心身ともに廃人化し，社会的な問題にまで

発展している。学校給食において，低学年の中か

ら食生活に関する基礎教育が実施されてきている

にもかかわらず，養育者の放任と本人の無自覚，

受験本位の教育体制などが影響して，年令が進む

につれて食生活が乱れてくるのほ由々しきことで，

食教育にたづさわる人々への使命は今後益々高ま

るものと考える。

このような現状をふまえて，著者の一人山岸は，

女子短大生の食教育についての指針をうる目的で，

本学生を対象として食生活に関する実態調査を実

施した。そして，第1報では「女子短大生の食品

噂好について」2），第2報では「女子短大生の食

欲，食物の嗜好と輿食頻度，調理ずみ食品の利用

状況について」3）報告した。今回は引き続き，食

物の摂食行動が居住形態虹より差があるか否かを

調査検討したところ，若干の知見をえたので報告

する。

調査方法

1．調査対象

平成3年4月本学入学生　216名（以下，1年

生という）および平成2年4月本学入学生181

名（以下，2年生という）。

対象者の居住形態は表1のとおりである。

表1対象者の居住形態および人数

自宅生 俾��i�b�下宿・寮生 俘x��ﾇb�回収率 

1年生 ����kﾂ�66名 鉄�kﾂ�216名 塔(�C��2�

2年生 塔Ikﾂ�67名 �3�kﾂ�181名 都��Cx�2�

2．調査時期

平成3年6月下旬から同年7月上旬

3．調査方法

アソケート方式。集計は居住形態別，学年別に

おこない平均値で示した。また，3食の欠食と外

食状況，間食と噂好飲料の摂取状況は，「毎日」

「週4～5回」「週2～3回」「週1回」「なし」の

5段階に分類して集計した。居住形態による有意

差の有無の検定は，t検亀　ズ2検定によった。調

査項目はつぎのとおりである。

（1）起床・就床時刻と食事時刻，食事中の態度に

ついて

（2）3食（朝・昼・夕）の欠食と外食状況

（3）主食の種類と副食（何れも一般的呼称）の料

理形態

（4）間食と嗜好飲料の摂取状況

結果と考察

1．起床・就床時刻と食事時刻，食事中の態度に

ついて

1）起床・就床時刻

本学生は全般的に夜型タイプで，起床時刻は6

時40分以降，就床時刻は24時を上回っている。居

住形態別では自宅生が起床時刻は平均6時40分

（1年生）および6時52分（2年生，以下，説明

のない場合の数値は，1年生を先に2年生を後に

示す）で，1・2年生の自炊生や下宿・寮生の7

時15分から7時39分よりも早起きの生活をしてお

り，就床時刻も24時及び24時7分で11分及び38分

早い。（p＜0．05）。通学にかかる時間は，自宅生

では平均47分および44分で，自炊生や下宿・寮生

の4～9分に比較すると長く，起床時刻にも影響
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表2　食事時刻

項　目 刳w年 俾��颯�������������齷�i�h����������岑��Y{��b�

朝食の時刻 �1 2 倬���Zｨ��Zｨ��������鳧��Zｨ��Zｨ��������鳧��Zｨ��Z｢�7：06（33．5）　　　　7：49（28．5）　　　　7：50（31．5） 

」　　　〉式※」 

l　　　　　※　　　　　　　　1 

7：16（31．8）　　　　8：08（17．1）　　　　8：00（35．3） 

」　　　※※」 

l　　　　　※※　　　　　　　l 

昼食の時刻 �1 ��(�c�8�塗�C��ｨ�������(�c�H�祷�C��ｨ�������(�c�8�店�Cx�｢�

2 ��(�c�(�店�C(�ｨ�������(�c�H�度�C��ｨ�������(�c�h�祷�C��｢�

l　　　　　　※　　　　　　　1 

夕食の時刻 ���1 2 ����c3H�鼎H�Ch�ｨ���������c#(�鼎��C8�ｨ���������c3��田��C(�｢�

」　X※　」 

1　　　　　　※※・　　　　　l 

19：11（33．4）　　　19：12（44．2）　　　18：43（41．6） 

」　※※　」 

1　　　　　※※　　　　　　　1 

B ���20：22（86．0）　　　　20：36（77．6）　　　　20：19（74．3） 

2 ����cS8�塔��C8�ｨ��������#��c�H�涛��CX�ｨ��������#��c�(�涛(�Ch�｢�

注）①　t検定（SD）

②　A：アルバイトのない日，B：アルバイトのある日

③　※米印はP＜0．01，※印はP＜0．05で有意差の認められたことを表す。

している。通学時間が極めて短い自炊生，下宿・

寮生では意識的に運動を負荷してエネルギーを消

費し，健康増進に努めることが大切である。

2）食事時刻

食事の時刻は表2のとおりで，朝食の輿食は起

床時刻の早い自宅生が7時頃，自炊生と下宿・寮

生は8時前後になっている。しかし，起床から朝

食までの時間は21～34分で，居住形態による差は

認められない（p＞0．05）。

昼食の時刻は，昼休みの時間が限定されている

ために，12時の授業終了直後に大部分の学生は輿

食している。

夕食の時刻は，放課後からのアルバイトの有無
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に関係している。アルバイトのない日では下宿・

寮生が18時半頃で，自宅生や自炊生よりも30～50

分早い。しかし，アルバイトのある日の夕食は20

時から20時半頃で，居住形態による差は認められ

ない。夕食から就床までの時間は，アルバイトの

ある日でも3時間半から4時間半の間隔があり，

居住形態別では下宿・寮生が一番時間が長く，こ

の間の過し方が食生活にも影響している。

3）食事にかける時間と食事中の態度

1回の食事にかける時間は，朝食では11～15分，

昼食では18～21分，夕食では22－28分で，居住形

態別の差は殆どない（p＞0．05）。何れも夕食は

最も時間をかけ，リラックスして輿食している。
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つぎに，食事をしている時の態度について複数

回答で調査すると，自宅生では「人と話をしなが

ら」が78．0％および81．0％で，自炊生や下宿・寮

生の42．4～68．0％よりも高率であり，食事は家族

とのコミニュケーショソの場になっていることが

認められる。一方，自炊生と下宿・寮生では「テ

レビをみながら」が81．8～90．0％で，自宅生の

71．0％および64．3％よりもかなり高率である。ま

た，自炊生と下宿・寮生では，ラジオを聞いたり，

新聞や雑誌を読んだりしながら食事をする人が

30．3～78．0％で，自宅生の11．0％および8．4％に

比較すると高く，個人を中心とした生活状況が伺

える（p＜0．05）。

2．欠食と外食状況

1）欠食状況

朝・昼・夕の3食について，週1回以上欠食し

ている人の比率を図1，2に示す。

3食中では，2年生の自炊生と下宿・寮生にお

いて朝食の欠食率が68．7％および57．7％で，自宅

生の30．8％に比較すると高率である。また，2年

生の自炊生では夕食の欠食率も39．9％あり，親元

を離れた学生の不規則な食行動が現われている。

学年別では1年生よりも2年生の方に欠食率が高

い。2年生の自炊生では囲示してないが朝食を毎

日欠食する人も9．4％あり，学生生活が馴れるに

従い食生活が手抜きになってきており，反復指導

の必要性が示唆される。

2）外食状況

朝・昼・クの食事について，遇1回以上外食し

ている人の比率を図3，4に示す。

何れの居住形態も朝食の外食率は著しく少ない

が，昼食は道に最も多く72．7～98．9％になってい

る。一般社会人と同様に，弁当ばなれが現われて

いる。これらの学生は，安価で栄養的にもよい学

食を利用することが多いが，中にはカップラーメ

ソのみの学生もおり，将来，一家の食生活の担い

手となった場合にどのような態度をとるかが不安

になる。イソスタソト食品のみで昼食をすませて

いる学生は，母親も食事に対して無関心でいるこ

とが推察され，大学を離れての食教育の重要性が

示唆される。なお，表示してないが週4回以上の

多外食者は，自宅生と自炊生および2年生の下

宿・寮生では32．4～53．6％で，1年生の下宿・寮

生の13．6％を上回っている。このことは，1年生

のうちは真面目に寮食を喫食していることを示す

ものである。

夕食の外食率は，自宅生よりも自炊生（2年

生）や下宿・寮生の方が高率を示し，授業終了後

の自由な生活が浮き彫りしている。

外食のメニュー選びの条件は，「メニューをみ

て，おいしそうだと思ったから」が38．0～82．1％，

「値段が手頃」が24，0～42．4％で，選択条件の順

位は居住形態により差がない。しかし，各条件の

比率を居住形態間で比較すると，自炊生と下宿・

寮生では「栄養のバラソスがとれている」が

8．0～20．9％で，自宅生の4．0％および2．4％を上

回り，健康に対する自己管理意識が強い（p＜

0．05）。しかし，欠食率は自宅生よりも高いこと

から意識と実行とは一致していない。

3．主食の種類と副食の料理形態

1）主食パターソ

朝・昼・夕の主食パターソを居住形態別に比率

で示すと表3のとおりである。

朝食の／㍉クーソほ，自宅生では伝統的な米飯で

あるが，下宿・寮生では「ぽん」が主体，自炊生

は両者の中間である。寮での朝食は寮生が各自で

つくることになっているので，食事の簡単な「ぽ

ん食」が選択されているものと考える。

昼食は前述したように外食率が高いので，全般

的には朝食に比較して米飯または「ぽん」が少な

く，そば（ラーメソ叛），パスタ叛が出現し多様

化している。夕食は何れの居住形態も米飯が

65．9～83．2％で3食中では最も高率である。昼食

と同様に，そば叛，パスタ類も喫食されているが，
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表3　朝・昼・夕別主食パターソ

主　食 ��D��b�剴)D��b�自宅生 俾��i�b�下一案 �5�(ﾉ�.��自宅生 俾��i�b�下・寮 �5�(ﾉ�.��

朝　食 兔H��M��71．5 鉄��Cb�19．7 ���3��C�R�81．6 �3H�C8�R�20．0 ���3��C�R�

ぽ　ん �#X�C��48．0 都��Cb���h�C��56，7 都H�C2�

そ　ば ���C��1．4 ���C�����C��0．0 ���C��

パスタ類 ���C��0．0 ���Cr����C��0．0 ���C��

その他 ���C��0．0 ���C���(�C2�9．0 店�Cr�

昼　食 兔H��M��56．6 田��CR�63．2 ���3��C�R�53．8 鉄H�C��48．8 ���C��C�R�

ぽ　ん �#��CR�24．2 度�CB��#��C"�31．1 �3h�Cb�

そ　ば ��h�C��12．1 ��h�C"�����C2�．14．8 度�C2�

パスタ類 塗�C��2，2 ����C���8�C��0．0 度�C2�

その他 ���C��0，0 ���CB����C��0．0 ���C��

夕　食 兔H��M��72．9 都h�C"�67．2 ���3��C�R�83．2 田��C2�65．9 ���C��C�R�

ぽ　ん �(�C��3．6 祷�CB��(�C��4．9 ���C��

そ　ば ��x�CB�9．5 祷�CB�嶋�CB�12．2 ��x�3��

パスタ類 度�Cb�8．3 ����C��塗�C2�12．2 ��H�C��

その他 ���C��2．4 �8�C�����C��2．4 �(�C"�

注）下：下宿生，寮：寮生

1年生の下宿・寮生を除くとぽん食が著しく少な

いのが特徴である。

2）副食の料理形態パターソ

魚介頬，獣鳥肉類，卵類，いも類，野菜類につ

いて，日常よくつくられる料理の形態を調査し，

比率で示すと表4になる。

表から料理形態別比率の順位傾向は居住形態に

よる差が非常に少なく，1年生の獣鳥肉類といも

類において差があるのみである。

高率な料理形態の種類をあげると，魚介類と卵

類では焼き物，獣鳥肉類では焼き物，炒め物，い

も類では煮物，野菜類ではなま物，妙め物である。

しかし，各群ごとに料理形態の比率を居住形態間

で比較すると，魚介類では自宅生の方が自炊生や

下宿・寮生よりも「きしみ」などのなま物の比率

が高く，また，獣鳥肉類では自宅生の方が肉を主

体とする焼肉，自炊生や下宿・寮生では安価で簡

便な炒め物が多い。卵類は自宅生の方が自炊生や
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下宿・寮生よりも焼き物が少なく，手間のかかる

蒸し物が多い。いも類は1年生の自炊生において

揚げ物が少なく，炒め物が多い。なお，全般的に

検討すると，1年生の自炊生では油を使用した揚

げ物料理が低率である。油の後始末や火災に対す

る危険性が頻度に影響していると考える。野菜叛

は簡便なサラダ塀や炒め物が何れの居住形態も高

率である。

4．間食と嗜好飲料の摂取状況

1）間食の摂取状況

間食の摂取頻度は図5，6のとおりである。家

族と生活している自宅生では間食を「毎日摂取す

る」人が約38％，自炊生と下宿・寮生では「週2

～3回」の人が29．8～44．8％で，各々これらの比

率が最も高く，居住形態による差が認められる。

間食の摂取時間は図7，8のとおり，．自宅生では

昼食から夕食までに集中している。しかし，1年

生の自炊生，下宿・寮生ではこの時間帯は53．0％
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表4　副食の料理形態／くクーソ
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食品群 几�ﾘﾆ��B�1年生 劔2年生 自宅生 俾��i�b�下・寮 �5�(ﾉ�.��自宅生 俾��i�b�下・案 �5�(ｫy.��

魚 况x��Z��5．9 �8�C��13．3 ���C��C�R�6．7 ����C2�4．0 ���C��C�R�
焼　物 田(�C"�74．5 田h�C"�田��CR�71．4 田��C��

介 們���Z��12．6 ����C��17．8 �13．2 ��(�C2�16．0 

類 �,�-ﾉZ��17．0 �8�C��0．0 �8．6 �(�C��8．0 

その他・ �(�C2�5．9 �(�C"��(�C��4．0 滴�C��

獣 况x��Z��25．6 度�C"�29．1 ���3��C�R�22．2 ����C��15．2 ���C��C�R�焼　物 鼎8�Cb�37．3 �#��C���3x�C2�26．5 ����C"�

鳥 肉 們���Z��9．8 ����C��7．3 �10．9 嶋�C��9．1 

類 ��X��Z��19．4 鼎(�C2�36．4 �29．1 鼎H�C��51．5 

その他 ���Cb�2．4 度�C"����C��1．5 塗�C��

卵 類 傲H��Z��58．5 田h�C"�68．0 ���C��C�R�68．2 都��C2�77．8 ���C��C�R�
煮　物 度�CR�3．9 �(�C���(�C2�0．0 �8�Cr�

炒　物 ��H�C"�16．9 �#��C����8�Cb�16．7 ����C��

蒸　物 度�CR�5．2 �(�C������C"�0．0 �8�Cr�

その他 ��(�C2�7．8 嶋�C��店�Cr�5．0 �8�Cr�

し、 况x��Z��13．4 店�C��17．5 ���3��C�R�10．1 ����C2�8．0 ���C��C�R�
焼　物 �8�C��5．0 店�C���(�CR�1．9 嶋�C��

も 們���Z��73．2 田��C��65．0 �78．5 都��C"�80．0 

塀 ��X��Z��2．1 ��h�Cr�2．5 �5．1 店�Cr�0．0 

その他 嶋�C"�13．3 ����C���8�C��1．9 滴�C��

野 况x��Z��3．2 �8�C"�1．5 ���C��C�R�．2．3 ���C��0．0 ���C��C�R�
焼　物 ��X�C"�15．8■’ ��8�CB�����CR�16．0 ����C��

菜 ��X��Z��32．3 �3(�Cb�29．：9 �27．8 �#X�C��42．9 

額 �,�-ﾉZ��44．9 鼎X�C"�47．8 �49．6 鉄h�C��40．5 

その他 滴�CB�3．2 度�CB����C��1．3 滴�C��

注）下：下宿生，寮：寮生

および44．0％で低く，夕食から就床までの間食が

42．4％および58．0％をしめている。そして，1年

生の下宿・寮生では昼食から夕食までの比率を上

回っている。

間食の種類は，季節がら冷たいアイスクリーム

が30．0－67．9％で多い。また，若者の嗜好にあっ

たスナック菓子も40．9～68．0％の高率である。そ

の他，果物，ヨーグルト，プリソ・ゼリー，菓

子・ぽん頬，クッキー類，せんべい塀も各々

7．5～45．5％の範囲で輿食している。そして，下

宿・寮生では実家から送られてきたと思われる保

存生のあるクッキー煩やせんべい額が自宅生や自

炊生より高率であり，居住形態による差が認めら

れる（p＜0．05）。下宿・寮生では夕食後におい

て，これらの間食を食べながら友達とのコミニュ

ケーショソを楽しんでいるものと推察する。

2）噂好飲料の摂取状況

嗜好飲料を摂取している人の比率は図9，10の
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とおりで，何れの居住形態も「過2～3回」が最

も多く，30．6～50．1％になっている。しかし，自

炊生と1年生の下宿・寮生では「殆ど飲まない」

人も14．9～22．5％いる。

飲料の種叛は，何れもジュース類が58．0～82．1

％で最も多く，ついで線茶が34．8～55．2％，紅茶

が33．3～48．5％，コーヒーが20．0～36．9％になっ

ている（p＞0．05）。スポーツドリソクを飲む人

の比率は，下宿・寮生が42．0％および43．3％で，

自宅生と自炊生の17．9－31．3％を上回り，前述の

健康意識が本項でも認められる。

以上，今回は本学生の食行動の概要を把蛙する

にとどまったが，本調査から特に自炊生と下宿・

寮生に対して欠食，間食，外食面の指導の必要性

が示唆された。すなわち，自炊生と下宿・寮生で

は2年生になると欠食率と外食率（夕食）が増加

し，また，1年生では約半数の人が間食を夕食後

に摂取し，しかも，その内容はエネルギーの高い

食品が多く出現しているなどの問題点が現われて

いるので，親元を離れた学生（特に自炊生）につ

いて正しい食生活指導が大切であると考える。こ

れらの学生は「栄養のバラソス」を外食の選択条

件にあげていることから，栄養や食生活の知識は

ある程度もっていると推察されるので，如何に実

行させるかが課題である。今後は摂取量とあわせ

ながら更に検討を加えていきたい。

要　約

本学の女子短大生397名を対象として，食行動

が居住形態により差があるか否かを調査検討した

ところ，つぎの結果をえた。

（1）朝食の時刻は自宅生が7時頃，自炊生と下

宿・寮生では8時前後で差はあるが，起床から朝

食迄の時間は何れも21－34分で，居住形態による

差を認めない。また，昼食の時刻は何れの居住形

態も12時の授業終了直後になっている。

夕食の時刻は，放課後からのアルバイトの有無
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に関係している。アルバイトのない日の夕食は，

下宿・寮生では18時半頃で，自宅生や自炊生より

も30～50分早い。しかし，アルバイトのある日で

は何れも20時から20時半頃である。

（2）1回の食事にかける時間は，朝食では

11～15分，昼食では18～21分，夕食では22～28分

で，居住形態による差は殆どない。

（3）食事中の態度は，自宅生では「人と話をし

ながら」，自炊生と下宿・寮生では「テレビをみな

がら」が最も多く，生活状況の違いが現われてい

る。

（4）欠食は何れの居住形態も3食中では朝食が

最も高率である。居住形態別では2年生の自炊生

が朝食・夕食の欠食が著しく，親元を離れた自炊

生の不規則な食生活が認められる。

（5）外食は何れも昼食が最も高率で，弁当離れ

をしている。また，夕食は自宅生よりも下宿・寮

生と自炊生（2年生）方に外食率が高い。

（6）外食のメニュー選びの条件は「おいしそ

う」「値段が手頃」が何れも多いが，自炊生と下

宿・寮生では「栄養のバラソスがとれている」が

自宅生に比較すると高率で，健康に対する自己管

理意識が強い。

（7）主食のパターソは，朝食では自宅生が米飯，

下宿・寮生では「ぽん」が多い。自炊生は中間で

ある。昼食は全般的に朝食よりも米飯または「ぽ

ん」が少なく多様化している。夕食は何れも3食

中では米飯が最も多く，「ぽん」が少ない。

（8）副食の料理形態は，魚介頬と卵額では焼き

物，獣鳥肉類では焼き物，炒め物，いも類では煮

物，野菜類ではなま物，炒め物で，居住形態によ

る差は非常に低率である。

（9）間食は自宅生の方が摂取頻度は高いが，摂

取時間は昼食から夕食までに集中している。しか

し，1年生の自炊生や下宿・寮生では，昼食から

夕食までの間食が百宅生に比較するとかなり低率

で，夕食から就床迄の間食が高い。間食の種類は，
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何れもアイスクリームやスナック類が多い。　　　い。飲料の種類は，ジュース類，緑茶，紅茶，コ

qo）嗜好飲料は「遇2～3回」飲む人が最も多　－ヒーの順に飲まれており，居住形態による差を
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図1朝・畳・夕別の欠食状況（1年生）

2・60．00．0 ��92． 湯�s(�B�7 　62．5 49．448．2 劔 

朝食　　　　　畳食　　　　　夕食

P＞0．05　　　　P＜0．05　　　P＞0．05

図3　朝・畳・夕別の外食状況（1年生）
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図5　間食の摂取状況（1年生）
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図2　朝・畳・夕別の欠食状況（2年生）
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図4　朝・畳・夕別の外食状況（2年生）
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図6　間食の摂取状況（2年生）
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8 謎恩 ���B�0 53－058・ 44．042．4 32．0 ���3��C�R�����C�8�S��ﾃ(�C��ﾒ�

朝食…昼食畳食…夕食夕食…就床　その他

図7　間食の摂取時間（1年生）

46．3　　　P＜0・05 

4 ���CB�司 30．6 

毎日する　過に巨5回過に2”3回　週に1回　飲まない

図9　飲料の摂取状況（1年生）

注）①　図1－4は週1回以上の比率である。
ただし、有意差の検定は「毎日」「過4～

5回」「週2－3回」「週1回」「なし」の

5段階に分類して集計した数値について
おこなった。

②　図中国自宅因自炊認下宿・寮を表す。

認めない。

おありに，アソケート用紙の作成並びに集計に

ご協力下さった，本学卒業生の神林栄子氏，有馬

克恵氏，太田由香氏に厚くお礼を申しあげます。

なお，本研究の要旨は1992年日本栄養改善学会及

び長野県栄養改善学会で発表した。
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